
横浜天声キリスト教会　　週報　第 16巻 26号（No.594）　　2021年 6月 27日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　マルコ 9:22b-23　･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。
*賛美　･･････････････････ １７０番　主のみ慈しみ
*交読文　････････････････ １９番
*使徒信条　･･････････････会衆一同
*頌栄　･･････････････････ １７９番　良き知らせを
礼拝のための祈り　･･･････成田エクレシア：河執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ３４４番　この目に何も見えずとも

メッセージ　･･････････････ 主の剣を前にする時(ヨシュア記 5:13-15)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ３８２番　約束の地を

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）
・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）
・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）
・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　＿＿が＿＿の問題を前にした時、目を上げて見ると、ひとりの人が抜き身の剣を手に持ち、

こちらに向かって立っていたので、＿＿はその人の所へ行って言った「あなたは＿＿を助け

るのですか。それとも＿＿の敵を助けるのですか」。彼は言った、「いや、わたしは主の軍勢

の将として今来たのだ」。＿＿は地にひれ伏し拝して言った、「＿＿の主は何を僕に告げよう

とされるのですか」。すると主の軍勢の将は＿＿に言った、「＿＿の足のくつを脱ぎなさい。

＿＿が立っている所は聖なる所である」。＿＿はそのようにした。（ヨシュア記 5:13-15）

　主はその羽をもって、＿＿を覆われる。＿＿はその翼の下に避け所を得るであろう。その

まことは大盾、また小盾である。＿＿は夜の恐ろしい物をも、昼に飛んでくる矢をも恐れる事

はない。また暗闇に歩きまわる疫病をも、真昼に荒す滅びをも恐れる事はない。

たとい千人は＿＿の傍らに倒れ、万人は＿＿の右に倒れても、その災は＿＿に近づく事は

ない。＿＿はただ、その目をもって見、悪しき者の報いを見るだけである。＿＿は主を避け

所とし、いと高き者を住まいとしたので、災は＿＿に臨まず、悩みは＿＿の天幕に近づくこと

はない。(詩篇 91:4-10)

メッセージ概要

　主が、神の民へ与える、と約束しておられた地、新しい祝福の領域へと入って行く書・ヨシュア記から養

いを受けている。その地は、自分の思う所によらず、ただ主のことばに従って進むなら、大いに祝福を得る。

そこは、年のはじめから終わりまで、主の目が行き届いた素晴らしい地であるが、同時に、自分の固定概

念や、世の常識など、  御言葉ならぬもの  によって進みゆくなら、すぐ立ち行かなくなってしまう地  でもある。

　その地に入るにあたって、最初に立ちはだかっていたのが、水を湛えたヨルダン川だった。しかし主の言

葉を信頼し、言われた通りにしたら、水は涸れ、渡る事ができた。その先、さらに立ち塞がっていたものが、

エリコの町である。そこは何世代にも渡って戦い慣れした強者が立てこもっている堅固な城塞都市だった。

　そこを攻略するのは、川を渡るのとは、次元が違う。彼らの父の世代は、その戦い慣れした人々に、また、

城塞の堅固さに恐れをなし、エジプトへ帰ろうと言って、その不信仰ゆえにこの地に入る事ができなかった。

　人の目には不可能としか言いようのない壁が立ち塞がる時、心あせって自分の方法で攻め込んではなら

ないし、勝手に退いてもならない。その問題は私達が何とかするものではなく、主がして下さる問題だから。

　ヨシュアはエリコの近くにいた時、目を上げると、不思議な男が立っていた。抜き身の剣を手にして、こち

らに向かっているのだ。ヨシュアは彼に、あなたは自分の側につく者か、それとも、自分の敵に与する者か、

という二択で問いかけたが、彼はヨシュアに言った。『「いや、わたしは主の軍勢の将として今来たのだ」。

ヨシュアは地にひれ伏し拝して言った、「わが主  は何を  しもべ  に  告げよう  とされるのですか  」。』(14 節)
　私達も、乗り越えなくてはならない壁が立ちはだかる時、「自分の敵か、それとも味方か」という自分中心

の損得勘定によって量りがちだが、もし私達が、「主」に対し、あるいは「御言葉」に対し、自分中心の損得

勘定ではかろうとするなら、主は、「  NO  （いや）」と言われ、ただ、ご自身に従うか、どうかを、ご覧になられる  。

　その時、私達もヨシュアのように、速やかに自分自身を降ろし、「わが主は」「この僕に」「何をお言いつけ

になるのですか」と、主の前に正しいく自分の立場を表明し、そして主のことばに伺う姿勢を示すべきだ。

　『すると主の軍勢の将はヨシュアに言った、「あなたの足のくつを脱ぎなさい。あなたが立っている所は聖

なる所である」。』(15 節)　はきものを脱ぐ。そう、私達も主のアドバイスを頂くには、履き古してチリや汚れ

がついた考え方や固定概念を、脱がなくてはならない。今まで自分の「足」を使って歩んで来たその歩み

方は、主に明け渡し、主にお委ねするのだ。なお、イスラエルで履物を脱ぐ行為は、  所有権を相手へ譲渡  

する  意味  も持つ(ルツ記 4:7) 。私達も目の前に「不可能」が立ちはだかる時、主に全所有権を渡すべきだ。

その時、そこは聖なる地となり、不可能に見える物事の所有権は全部、主に移り、あとは主が働いて下さる。

　主のアドバイスは、私達の固定概念に照らせば「意味があるのか？」と思えるような内容である事が多い。

私達がそれを前にする時、それに従うか、それとも退けるか、試される。主の軍の将が持つ抜き身の剣は、

混じりけのない御言葉であり、心の隠れた事柄を明らかにするからだ(ヘブル 4:12)。　ヨシュアは御言葉の
通り忠実に実行したために、大勝利を収めたが、もし御言葉の剣が示された時、  自分の思い込みや経験  

を採用したり、手放したくない欲望を保持するなら、その剣は逆に、自分自身を滅ぼす剣となってしまう。

　ベオルの子バラムは、主からはっきり「行ってはならない」と警告されていたのに、それでも不義の報酬を

得たい、という欲求を手放さず、ロバを打ち叩いて行こうとし、主の抜き身の剣にあわや殺される所を、ロバ

がうずくまって辛うじて救われた。なのに、それでも行ってしまったため、剣で殺された。(民数記 22,31 章)
　ダビデは、自国の兵士の数を知りたい、と思った時、部下が制止したにも関わらず、強引に数えたため、

主の抜き身の剣がエルサレムに向かって差し伸べられ、7 万人が疫病に倒れてしまった。(１歴代誌 21:16)
御言葉の剣が立っているのに、欲に従って行こうとするなら、その剣は自分を滅ぼす剣となってしまうのだ。

　私達は祝福の地を得るにあたり、自分自身の欲望に、よくよく気をつけなくてはならない。御言葉という剣

を前にした時、ヨシュアのように自分を降ろし、くつを脱ぎ捨て、聞き従う準備は、できているだろうか。

それともバラムのように、御言葉を無視し、あくまで欲望のままに行き続け、主の剣によって滅びるだろうか。

それともダビデのように、一度痛い目に遭って、悔い改めて立ち返るだろうか。主の抜身の剣を前に、純粋

な心で聞き従い、勝利と祝福を得続ける皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～

English Service　　　          　　 14:00～
 ※月に一度、成田出張礼拝のためお休みします。

　　詳しくはお問い合わせ下さい。

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～

水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～

　2 部                                           　19:30～

金曜祈祷会                                   19:30～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 16巻 26号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年 6月 27日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

